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体験者は、触覚提示ジャケットを身につけ、自分の

分身となる Sense-Roid と向き合う。

Sense-Roid は人間の上半身を模した模型に圧力セ

ンサ、マイクロスイッチが組み込まれたものである。

触覚提示ジャケットにはMcKibben 型ソフトアク

チュエータ ( 人工筋肉 )、振動モータが組み込まれ

ており、圧迫感、なぞり感を提示する。

体験者が Sense-Roid に触れることで、触覚提示ジャ

ケットその触覚をフィードバックする。これによっ

て体験者はあたかも外側にいるもう一人の自分を触

り、またそれから触られているような感覚を味わう

ことができる。

作品概要

体験手順

体験者は触覚提示ジャケットを身につける。

体験者は Sense-Roid と正対し、

Sense-Roid に対して触る、撫でる、抱きつく

などの行為を行う。

体験者の行為は Sense-Roid 内部のセンサを通

じて体験者自身へとフィードバックされる。

体験者は自分で自分をさわり、触られている

かのような感覚を味わう。

体験者はやがて自分 to 自分という

究極のフィードバックの心地よさに気づき、

自己愛が育まれていく。
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